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１．香南市人生支援計画の基本的な考え方

(１) 香南市人生支援計画の基本的な考え方

１．はじめに
人の一生において、子育てや教育、健康、老後のこと、精神的なこと、生活費など「こんな支援が欲しい」と

いった支援の必要性を感じることがあります。

香南市では、「人生をトータルでサポートできる行政へ」という目標を掲げ、人生のライフステージに合わせて

トータルでサポートできる支援を行います。

市民が必要性を感じる時に、支援できる施策を“みえやすく”提供することを目的として、「人生支援計画」を

平成２７年度（平成２８年３月）に策定しました。

２．策定にあたって
「人生支援計画」を策定するにあたって、基本的な社会状況を把握しておく必要があります。特に、日本

の人口減少問題は、これからの自治体の政策にあたっても重要な課題です。

日本の人口は、急激な高齢化や出生率等の低下などにより、将来、大幅に人口が減少すると予測されて

います。

このような急激な人口減少・高齢化は、我が国の経済、地域社会、財政、社会保障などあらゆる面で問題

を引き起こします。特に、世代間の支え合いの要素が不可欠な社会保障制度は、少子高齢化によって既

に、年金、医療、介護をはじめ各制度で、給付の増大や現役世代の負担の増加など多くの課題を抱えていま

す。大幅な人口減少がさらに進んでいけば、これらの制度の持続可能な運営を確保することが難しくなる事

態にも直面しかねません。

香南市においても、人口減少が進むことによって、世代間の支え合いや交流、経済、暮らしといった面で、

大きな影響を与えると考えられます。

幼年期から高齢期までの各段階で満足ができるように持続可能な支援が必要であり、そのためには、多くの

市民が暮らし、働き活気のある地域社会を形成するために、人口減少に歯止めを掛けることが重要だと考え

られます。

３．計画の進捗管理について
この計画については各課が今後、継続的に施策の管理を行うために、期別ごとに施策の目標と指標（KPI：

重要業績評価指標）を設定します。毎年、PDCAサイクルの視点で施策の評価・改善を行い、市民のニーズ

に対応した施策の改善を行っていきます。
（※ PDCAとは…PLAN（計画）、DO（実施）、CHECK（評価）、ACTION（改善））

図-1 PDCAサイクルの概念図

策定委員会の写真とか

(選定中)
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(2) 「香南市人生支援計画「」と「まち・ひと・しごと創生総合戦略」との関係

本市では、人口減少問題に対する取組として、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しています。総合

戦略の推進管理体制と基本目標、基本的方向についてその概要を、以下に示します。

上記概要のとおり、「まちづくりグランドデザイン」、「産業振興計画」、「人生支援計画」の3つの計画を柱にし

て、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に取り組んでいます。まち・ひと・しごと創生総合戦略では、将来の「香

南市人口ビジョン」を作成して、具体的な将来人口や出生率等の目標を定め、人口を減らさないための施策

等の検討を行っております。（第2期総合戦略より「香南市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ」産業振興計画」「人生支援計画」の３つの計

画を柱とします）

▼香南市まち・ひと・しごと 創生総合戦略

好循環の確立

ひ と
（定住・移住促進・結婚等

の希望をかなえる）

しごと
（安定した雇用を創出）

ま ち
（安心な暮らしを守り、

地域と連携）

▼香南市のとりくむ重点施策（計画）

活力あるまちづくり

人生支援計画
（人生支援）

産業振興計画
（産業の振興）

都市計画ﾏｽﾀー ﾌ゚ ﾗﾝ
（土地利用の方針）
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(3) 香南市人生支援計画の取り組み体制

「人生支援計画」の取組体制を、以下に示します。また、人生を５期（幼年期・就学期・

成年期・熟年期・高齢期）に分けて、期別ごとの施策を検討しています。

【各期別の主な課題】

香南市人生支援計画策定委員会

人口減少問題を考える部会人生支援計画策定幹事会

＜検討課題＞

・出生率を上げる施策 ・移住促進施策

＜検討課題＞

・期別ごとの施策・事業

・期別毎の方針・目標・指標設定

＜５期の構成＞

幼年期

就学期

成年期

熟年期

高齢期

部会 期別 項 目 課 題

幼
年
就
学
期
部
会

幼
年
期

出産前後の生活支援

・出産期、妊産婦支援事業等の周知の徹底が必要

・妊産婦の健康状態の把握、切れ目ない支援が必要

・相談の場や機会の増設が必要

親と子どもへの生活支援
・預かり保育など支援・事業の周知方法の徹底が必要

・乳児健診の重要性、受診率を高めることが必要

健康・健やかな成長への支援

・望ましい食習慣、食を通じた人間形成が必要

・育児不安などの子育てに関する相談機会の増設が必要

・虐待情報等、家庭環境の把握が必要

就
学
期

親と子への支援
・共働き夫婦のための子育て支援等の周知の徹底が必要

・配慮の必要な家庭への支援、制度の見直しが必要

文化・ｽﾎﾟｰﾂ・社会活動等支援・遊びの環境
・活動人口の減少、指導者（中心人物）と後継者の育成が必要

・本の読み聞かせの後継者育成の強化が必要

子どもの健全な支援 ・PTA活動状況や、地域学校協働本部事業等を活用した取り組みにより一層の推進が必要

いじめ・不登校等の相談・支援
・相談ニーズも高く、相談内容も多様化、今後も継続

・家庭の人間関係、その他家庭児童福祉に関する相談指導の強化が必要

教育・就学支援 ・小学校の英語教育や市民交流を高める教育の推進が必要

成
年
熟
年
期
部
会

成
年
期

出会い・移住・就業支援
・青年の主体的活動への移行が必要

・転入者や若者を呼び込むためのセールスポイントの充実の強化が必要

妊産婦・子育て支援 ・充分な事業周知が必要

予防・医療・福祉支援
・障害者支援ニーズはあり、制度活用ができる情報提供等が必要

・若い世代の自殺率を減少させる施策が必要

文化・ｽﾎﾟｰﾂ・社会活動支援
・活動人口の減少、中核となる人材の減少への対応が必要

・ボランティア活動者の高齢化、後継者育成が必要

熟
年
期

文化・ｽﾎﾟｰﾂ・交流・社会活動等支援
・活動人口の減少、中核となる人材の減少への対応が必要

・ボランティア活動者の高齢化、後継者育成が必要

医療・福祉支援 ・働き盛りの健診受診率や保健指導利用率の低さへの対応が必要

人権相談・支援
・DV対策連携支援ﾈｯﾄﾜｰｸとの連携や高知県DV被害者支援計画に基づき効果的啓発

が必要

高
齢
期
部
会

高
齢
期

高齢者の生活支援 ・軽度生活援助事業の拡大を図るため、シルバー人材センターの支援員の確保支援が必要

高齢者の見守り体制 ・高齢化に伴う見守り対象者の増加に対し、他機関との連携、見守り体制が必要

高齢者の運動・社会活動等支援 ・山間部いきいきｸﾗﾌﾞ事業参加の減少、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの高齢化による後継者の確保・育成が必要

相談・法的支援・その他 ・介護予防プログラムを複合的に提供することにより、要介護状態への移行の防止が必要

人権擁護支援
・高齢者虐待が増加しており、関係機関と連携を図りながら、啓発を推進するなどして

関係機関とのﾈｯﾄﾜｰｸ化の強化が必要

３

３部会（幼年就学期・

成年熟年期・高齢期）

～平成29年度

平成30年度～



人生をトータルでサポートすることで、安心で生きがいを感じられるような環境を創出し、「香南市に住ん

で良かった」と思える「人生支援」を行います。

【高齢期の目標・指標】

１．健康で長生きできる環境づくりの推進

⇒（特定健診・健康診査・胃がん検診・大腸がん検診・

乳がん検診・子宮がん検診）受診率、口腔機能向上教

室及び高齢者食生活改善栄養教室参加者数、パークゴ

ルフ・ペタンク参加者数、運動習慣（週２回、男女）

２．世代間交流を楽しみ生活文化の伝承ができる地域社会

づくりの推進

⇒凧揚げ・地引網参加者数、町民運動会参加団体数

３．親・子・孫で支える地域社会づくりの推進

⇒在宅介護手当・介護用品支給利用者数、ボランティア

参加者数

４．配慮が必要な人、誰もが安心して生活ができる地域社

会の形成支援

⇒認知症サポーター養成講座受講者数、認知症カフェ参

加者数

５．地域での支え合いがあり、香南市に住んで良かったと

思える環境づくりの推進

⇒ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録者数、いきいきクラブ事業参加者数、

ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ登録者数

幼年期
生まれてから
小学校就学前

高齢期
第二の人生

スタート

熟年期
人生が充実する時

成年期
就業してから

子育て期

就学期
小学校から高校

【熟年期の目標・指標】

１．いきいきと健やかな人に優しいまちづくりの推進

⇒（特定健診・胃がん検診・大腸がん検診・乳がん検

診子宮がん検診）受診率、脳卒中死亡率（ＳＭＲ）

の減少、こころの体温計（ﾒﾝﾀﾙﾁｪｯｸｼｽﾃﾑ）へのアク

セス数

２．生きがいを感じられ参画できる地域社会の形成

⇒ボランティア登録者数、凧揚げ・地引網参加者数、

町民運動会参加団体数、運動習慣（週２回、男女）

３．配慮が必要な人、誰もが安心して生活ができる地域

社会の形成支援

⇒ＤＶ相談窓口利用者数、社会参加のための外出支援

サービス利用者数、福祉医療費助成事業利用者数

【幼年期の目標・指標】

１．妊産婦の安心で安全な環境づくりの推進

⇒パパママ教室参加率、母子健康手帳交付数

２．親と子の心と体の健康づくり

⇒乳児家庭訪問回数、育児相談利用者数、育児教育相

談利用者数、一人親家庭へのサポート対象者数

３．子どもと子育て家庭に優しい環境づくり

⇒地域子育て支援センター利用者数、ショートステイ

施設数、保育所の一時預かり数（延）、市のHP（子

育て情報ｻｲﾄ）のｱｸｾｽ回数

４．質の高い保育・教育の推進

⇒本の読み聞かせ回数、朝食摂取割合（3歳児）、町民

運動会参加団体数

５．すべての子どもの成長を保障する環境づくり
⇒養護相談利用者数（延）、ひとり親家庭医療費助成

利用者数、児童扶養手当受給者数

【就学期の目標・指標】

１．豊かな人間形成を育む環境づくり

⇒凧揚げ・地引網参加者数、町民運動会参加団体数、

スポーツ少年団（団体・会員）数、夏休みこども教室

の開催数、地域支援者会議開催数

２．子ども・親・家庭に優しい環境づくり

⇒児童クラブの利用者数

３．親と子の心と体の健康づくり

⇒養護相談利用者数、親子料理教室開催数、朝食摂取割

合（小学生）

４．学校と地域の連携による教育環境づくり

⇒児童生徒の夢や役立ち意識の割合、地域学校協働本部

設置数

５．すべての子どもの成長を保障する環境づくり

⇒相談窓口利用者数、不登校児童生徒の発生率、スポー

ツ大会開催数・参加チーム数、ひとり親家庭医療助成

利用者数、児童扶養手当受給者数、児童生徒の肥満傾

向率（小学５年、中学２年）

【成年期の目標・指標】

１．いきいきと健やかな人に優しいまちづくりの推進

⇒健康診査受診者数、外出回数

２．出会い・新しい家庭づくり支援の推進

⇒出会いの場の開催回数、参加人数

３．親と子ども・働く環境との両立支援の推進

⇒パパママ教室参加率、母子健康手帳交付数

４．生きがいを感じられ参画できる地域社会の形成支援

⇒各種教室の開催回数、市長杯・教育長杯への参加者数、

スポーツ少年団、認定員資格の取得者数、ボランティ

ア登録者数、町民運動会参加団体数、市美術展への出

品者数、運動習慣（週２回、男女）

５．配慮が必要な人、誰もが安心して生活ができる地域社

会の形成支援

⇒ＤＶ相談窓口利用者数、ボランティア登録者数、障害

者虐待相談者数

６．移住ウエルカム支援の推進

⇒移住促進ＨＰのアクセス回数、移住者数（地域受入）、

空き家登録数、受け入れ可能な住宅等の数

香南市（関連計画・事業）

【担当課】

・こども課 ・学校教育課

・健康対策課 ・市民保険課

・福祉事務所 ・生涯学習課

・高齢者介護課 ・地域支援課

・人権課 ・商工水産課

・環境対策課

誕生

成長

誕生

成長

就学

就業

就学

就業

成人・出会い・ 結婚

出産・子育て・教育

成人・出会い・ 結婚

出産・子育て・教育

生きがい

地域社会活動

世代間交流

生きがい

地域社会活動

世代間交流

健康・長生き

要介護

健康・長生き

要介護

＜熟年期の主な支援項目＞
●身体の健康

●交流・生涯学習

●心の健康・安心な生活環境

移住ウエルカム支援

子ども、子育て支援

支援

支援

＜幼年期の主な支援項目＞
●子どもの身体の健康

●育児・保育・教育

●産後の親と子どもの健康

●親の子育て環境

●心の健康・安心な生育環境

＜高齢期の主な支援項目＞
●身体の健康

●高齢者の生活環境

●交流・生涯学習

●認知症予防
●心の健康・安心な生活環境

２．香南市人生支援計画の全体概要図 （各期の支援項目・目標・指標）

支援

イラスト・写真
(選定中)

支援 支援

＜就学期の主な支援項目＞
●子どもの身体の健康

●学校教育

●地域社会教育（あそび・交流）

●親の子育て環境
●心の健康・安心な生育環境

＜成年期の主な支援項目＞
●身体の健康

●就業環境 ●出会い・交流

●妊婦・親の子育て環境

●移住・定住

●心の健康・安心な生活環境

人口増加施策

人口増加施策

４



★支援事業の取りまとめを実施
香南市で実施している、若しくは今後実施を検討する支援事業

を人生の各ステージごとにとりまとめ。（一部紹介）

【事業例】

★新たな事業等への取り組み
「こんな支援があったらいいな」を広報で募集。また、地区懇談会

の意見や提案、課題などについて一部、市政へ反映することが

できた。

＊乳幼時医療費の対象年齢の拡大

＊「生活サポートセンター」の設置

３．香南市人生支援（計画）の取り組み

★人口減少問題を考える部会を継続
・構成メンバーを20～40代の子育て世代や未婚者を対象とし、

13課15人で再編成。人口増加や人口減少を食い止める施策

の検討を行った。

・移住から定住につながる活動を期待し、地域づくりから新たな

産業の創出まで、地域住民と一緒に取り組みを進める「地域

おこし協力隊員」の募集について提案し、次年度からの実施へ

つなげた。

★新たな事業等への取り組み
＊香南市ウエルカム移住・定住促進事業

＊香南市恋い・めぐりあい応援事業

＊高知大学出前公開講座

＊ウォーキング習慣の推進

★人口減少問題を考える部会を継続
・前年度からの構成メンバーに子育て中の保護者と大学生を追

加した。人口増加や人口減少を食い止める施策について議論

を深め、市長他執行部メンバーに16案を提案。提案事項につ

いては、各課で内容を吟味し次年度の第２子保育料の無料化

など３案が施策へつながり、９案の方向性を協議、検討するこ

ととなった。

★新たな事業等への取り組み
◎香南市ウエルカム移住・定住促進事業 （拡充）

・香南市空き家改修事業費等補助金 （移住連携）

・農地付き空き家バンクプラン（移住連携）

・移住希望者への「お試し滞在住宅」整備

＊地域おこし協力隊員募集

＊結婚新生活支援事業

＊香南っ子夢実現プロジェクト事業

＊こうなん健康チャレンジポイント事業

＊一般不妊治療費助成事業

＊地域子育て支援センター事業

＊耐震診断改修設計費補助事業 （拡充）

★人生支援計画を着実に推進できる体制を強化するた

め、期別部会の設置を検討

★新たに人生支援計画期別部会を設置
・人生支援計画を着実に推進できる体制の強化として、人生の

各世代ごとに市民が参加する部会（幼年就学期部会・成年熟

年期部会・高齢期部会）を設置し、その部会ごとに世代に応じ

た施策の検討を行う。

★期別部会の部会員による合同会議を開催
・期別部会の会員が一堂に会し、部会からの策定委員の選出、

H29年度の取組の点検・検証、次年度の取り組みについての会

議を開催。

★新たな事業等への取り組み
◎香南市ウエルカム移住・定住促進事業

・香南市空き家改修事業費等補助金 （拡充）

・移住・定住引っ越し支援事業補助金

・こうなんワーキングホリデー補助金

・移住者アンケートの実施

＊地区懇談会（地域主催分）の開催 （拡充）

＊香南市出前講座

＊地域おこし協力隊員募集 （拡充）

＊保育園、幼稚園の第２子保育料無料化 （拡充）

＊避難誘導標識整備事業

＊自主防災組織への資機材整備補助金（拡充）

★人生支援計画期別部会を継続
・部会ごとにテーマを決め、議論を深めた。

幼年就学期部会…『こどもと親の居場所づくり』

成年熟年期部会…『健康で楽しく、地域で暮らす』

高齢期部会…『高齢者の生活支援』

★新たな事業等への取り組み
＊空き家改修事業費等補助金 （拡充）

＊地方創生移住支援事業

＊就園援助費（幼稚園給食費） （拡充）

＊満3歳以上の就園児に係る給食費の無償化

＊不妊治療助成事業 （拡充）

＊ＬＩＮＥを活用した情報発信の検討 （ＨＰとＬＩＮＥの連携事業）

＊医療機関送迎サービス事業の検討 （拡充）

＊ふらっと座談会（地域主催の地区懇談会）

＊住民主体の高齢者の移動・外出支援の受け皿づくり事業

＊集落の活力づくり支援事業

◆幼年期
・一人親家庭へのｻﾎﾟｰﾄ

・妊産婦の生活支援

・食育の推進 など

◆就学期
・就学支援

・地域子ども見守り体制

・外国語教育（小１)など

◆成年期
・婚活の推進・支援

・健康診査

・スポーツの推進など

◆成熟期
・地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動支援

・消費生活相談

・親子ふれあい助成など

◆老年期
・認知症に関するサポート

・高齢者の自主活動の支援

・ｴﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾉｰﾄの作成支援 など

ライフステージに応じた切れ目ない支援を「通常施策」として、

改めて各課の事業の整理を行い、継続的な施策の管理のため、

目標と指標を設定（人生支援計画を策定）し、ＰＤＣＡサイクルに

よって取り組みを開始する。

また、「重点施策」として、人口減少問題の解決に向けた移住・

定住や出生率を上げる施策の検討も開始する。

★人口減少問題を考える部会の立上げ
各課の代表（主に課長補佐や係長）で組織し、人口減少問題に

歯止めをかけるための対策として、移住・定住や子育て支援、就

労支援など多くの分野での支援策の検討を行った。

＊人生支援計画（案）のパブリックコメントをとる

＊期別名称の変更…成熟期→熟年期、老年期→高齢期へ

香
南
市
人
生
支
援
計
画
を
策
定

５
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幼 年 期 （生まれてから小学校就学前）

幼年期では、妊産婦の安心で安全な環境づくりの一つとしてのパパママ教室の開催や、子どもと子

育て家庭に優しい環境づくりとして地域子育て支援センター事業、子育て情報サイトの開設を行って

きました。

パパママ教室参加率は平成27年度の14.3％から上昇傾向にあり、平成30年度には20.8％（目標

値13.2％）となっています。1回のプログラムを1日（終日）かけて行っていたことが日程的に負担が大

きいという声もあり、現在は、半日を複数日に分けて行うように変更を行うといった取り組みで参加率

の向上を図っています。今後は、アンケートを基に、より参加者のニーズに沿った内容を取り入れるな

どの取り組みを行っていきます。

地域子育て支援センター事業については、これまで妊婦や0歳から就学前の子どもと保護者を対象

に、市内5ヵ所（野市保育所・吉川みどり保育所・香我美おれんじ保育所・赤岡保育所・夜須保育所）

で開設し、育児相談や交流の場の提供を行ってきました。センター利用者数は、この4年間で約２倍

近くに増加しています。また、子育て家庭に対してきめ細かで柔軟な対応と幅広い支援体制を構築

するため支援センターの拠点化を進め、令和元年７月には

総合子育て支援センター「にこなん」が開所となりました。

今後は、相談窓口の周知といった課題に対して、保育所や

幼稚園との連携や子育て情報サイトにおけるタイムリーな情

報発信に取り組むことで、引き続き子育て家庭に優しい環境

づくりを行っていきます。

４．香南市人生支援計画の取り組みと成果

香南市人生支援計画の策定とその推進にあたっては、香南市において、優先的に取り組むべ

き期別ごとの課題等を十分にふまえ、その支援策の充実に向けた取り組みを行うとともに、人

生をトータルでサポートする体制を整えながら、その実現に向けて、各期に「基本方針」と具

体的な施策を掲げ、ライフステージに応じた切れ目ない支援を行っていくこととしており、そ

れらの達成状況及び成果と課題を総評として各期別ごとに下記のとおりまとめます。

各期の取り組みの成果と課題（総評）：幼年就学期部会

令和元年7月開所の総合子育て支援センター「にこなん」

≪基本方針≫

誰もが安心して子どもを産み育てることができ、子どもがいきいきと健やかに育つ環境を整えるため

に、家庭・地域・関係機関と連携しながら妊娠・出産・育児・就学前保育・教育を香南市がサポートして

いく施策を展開します。また、香南市で子どもを生んで育てたいと思える環境づくりを推進します。



就学期では、子ども・親・家庭に優しい環境づくりとして、共働き家庭等の支援を目的に児童クラブを

実施しています。平成30年度時点で開設ヵ所は9ヵ所、その利用者数は平成26年度330人から平成

30年度には370人と年々増加傾向になっており、野市小学校並びに香我美小学校では待機児童が

発生している状況です。今後、待機児童の解消を図るため、野市小学校、香我美小学校で新たな施

設整備といった受入体制の整備に向けての取り組みを進めています。

また、学校と地域の連携による教育環境づくりとして、地域学校協働本部の小中学校への設置を進

めてきました。令和2年度までに市内全小中学校への設置を目標としていましたが、一年前倒しで令

和元年度内での全校設置ができています。今後は、引き続き地域の人材の積極活用で学習・部活

動・地域活動等への支援を充実するため、ボランティアの募集、呼び掛けを行っていきます。

さらに、すべての子どもの成長を保障する環境づくりとして、不登校児童生徒への支援、新規不登校

の未然防止に向けた取り組みなどを行っています。本市の小学校における不登校児童の発生率は減

少傾向にある一方で、中学校はほぼ横ばいとなっており、県の発生率と比較しても高い状況にありま

す。本市は平成30年度から2年間、文部科学省 国立教育政策研究所の「魅力ある学校づくり調査研

究事業」の指定を受け、初年度には香我美中学校区がモデル校区として、新規不登校の出現を抑制

するための先導的な実践を行ってきました。令和元年度にはそこから得た知見や効果的な取り組みを

市内全域に展開しており、指定期間終了後も引き続き

不登校児童生徒への支援と併せて、新規不登校の未

然防止に向けた取り組みを行うことで全体の不登校児童

生徒数の抑制を図っていきます。

7

就 学 期 （小学校から高校）

各期の取り組みの成果と課題（総評）：幼年就学期部会

≪基本方針≫

豊かな心を持ち、たくましく健やかに子どもが育つ環境を整えるために、家庭・地域・関係機関と連携

しながら、香南市がサポートしていく施策を展開します。また、地域社会の見守り、就学支援、質の高い

教育環境を整えることなどによって、香南市で子どもを育てたいと思える環境づくりを推進します。

魅力ある学校づくり担当者会の様子
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成年期では、出会い・新しい家庭づくり支援の推進として平成28年度より市主催で婚活セミナーを行

うとともに、「香南市恋い・めぐりあい応援事業」による市内団体による婚活事業への支援を行ってきま

した。平成29年度からはこの事業を活用した団体による相談窓口も開設されており、市主催セミナー

と合わせた出会いの場の参加人数は平成28年度の57人から平成30年度141人と大きく増加しまし

た。近年、他市町村や民間事業者などでもイベント等が数多く開催されている中で、本市の特色を活

かしたセミナー内容や、そこへの参加人数増加に向けた周知活動のほか、イベント等の実施団体の支

援数を増やしていくことが課題となっています。同様の課題を抱える近隣市町村との連携により広域的

な取り組みも始めており、引き続き結婚を希望する独身男女あるいはそのご家族に対して、出会い（相

談）の機会を増やし、参加を呼び掛けていきます。

移住ウェルカム支援の推進としては、まずは香南市を知ってもらう取り組みとして、HPやSNS等を活

用した情報発信を行っており、移住専門HP「香南住む～ず」へのアクセス数は、開設以降増加を続け

ています。その他にも、県外での移住相談会への参加や、近隣市町村と連携した移住体験ツアーの

開催等を継続していくことで、今後も市の魅力を積極的に発信していきます。移住希望者・移住者に

対する受入体制の整備としては、移住を検討されている方が利用できる「お試し滞在住宅」の整備や、

「空き家バンク制度」の導入を実施してきました。特に「住まい」については、HPで閲覧している方も多く、

関心が高いことがうかがえるため、地域とも連携しながら、活用できる空き家の掘り起こし等に、引き続

き取り組んでいきます。また、移住・定住施策について、市広報やケーブルTV等の媒体を通して情報

共有をすることで、地域と一体となった受入体制の強化に取り組んでいきます。平成30年度からは、

主に「関係人口」の増加を目的として、実際に香南市の暮らしと仕事を体感してもらう「こうなんワーキ

ングホリデー」にも取り組んでおり、受入事業所数の増加を図っているところです。

今後も、関係各課や機関と連携

した移住・定住施策に取り組むこと

で、移住者数の増加を図っていき

ます。

成 年 期 （就業から子育て期）

各期の取り組みの成果と課題（総評）：成年熟年期部会

移住専門HP「香南住む～ず」 県外移住相談会の様子

≪基本方針≫

誰もが参画できる地域社会を形成し、新たな出会いがあり、家庭を築き、安心して子どもを生み育て

られ、生きがいを感じられる生活環境づくり、活気ある地域社会の形成を支援する施策を推進します。
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熟年期では、いきいきと健やかな人に優しいまちづくりの推進などを目標として主に特定健診受診率や

運動習慣などの健康増進に向けた指標を設定し、取り組んできました。

まず、特定健診受診率（40～64歳）では、平成29年度目標30.0%に対し実績値29.9％でほぼ目標を

達成できていましたが、翌30年度は23.6%と受診率は低下しました。実施場所により受診者数の増減が

あり、場所の検討も課題となっています。メタボリックシンドローム該当者割合の指標からは県や全国と比

較して就寝前の食事、飲酒量や間食の頻度などが高く生活習慣の改善が必要な方が多い傾向も出て

いますので、セット健診や休日健診の実施等で受診者の利便性向上を図るとともに、地域組織による勧

奨(ごみ集積所掲示等)や健康パスポートを活用した受診勧奨で受診率の向上に取り組んでいきます。

運動習慣については、一日30分以上の運動を週2回、1年以上継続している方の割合（40～74歳）を

特定健診の問診項目から集計していますが、年代

別で見ると40～50代が特に低い状況にあり、その

理由は「時間がない」ということでした。仕事で忙し

い年代でもあり、時間にゆとりがない状況ではあり

ますが、手軽に始められるウォーキングの推進の

ほか、運動の効果や継続の大切さについて啓発を

行っていきます。

また、生きがいを感じられ参画できる地域社会の形成として、本の読み聞かせグループの活動支援や

生涯学習人材バンクの登録推進を行ってきました。ボランティア登録者数は目標とする100人を超えて

推移していますが、その内訳は読書ボランティアの人数が大半を占め、人材バンク登録者は、徐々に増

加しているとはいえまだまだ少ない状況です。市民の生涯学習活動等の支援を目的として様々な分野に

おける経験や資格を持っている方に登録いただく人材バンクですが、登録者が増える反面、その人材を

活用する事業依頼が少ないという実態もあり、今後は登録者の増加を図るとともに、制度内容や事業依

頼について広報活動に力を入れ、周知に努めていきます。

熟 年 期 （人生が充実する時）

各期の取り組みの成果と課題（総評）：成年熟年期部会

≪基本方針≫

にぎわいとゆとりを感じ、健康で世代間交流や地域社会に貢献する喜びを感じられる環境づくりを推進

します。

香南市ウォーキング大会の様子 市作成ｳｫｰｷﾝｸﾞﾏｯﾌﾟ
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高齢期では、まず健康で長生きできる環境づくりの一環として軽スポーツを推進してきました。激しい

運動ができない世代に対する健康増進や交流を目的としており、パークゴルフ・ペタンクの大会参加者

数を見ると、平成30年度目標160人には届いていませんが、平成27年度132人から平成30年度155

人と緩やかな増加傾向にあります。熟年期で取り上げた運動習慣について、60代以降は割合が高くな

る結果も出ています。指標に反映されないところでは、ウォーキング等の運動習慣が身についている方

や、本市では大会を行っていませんが、軽スポーツの一つとしてグランドゴルフの愛好者等もおり、年代

が上がるにつれて健康長寿への意識の高まりが感じられます。軽スポーツの愛好者（団体）からの呼び

掛けも含め、地域間、世代間の交流にもなるよう競技人口の維持拡大に向け引き続き取り組んでいき

ます。

次に、配慮が必要な人、誰もが安心して生活ができる地域社会の

形成支援の一つとして認知症予防や、認知症になられた方、その

ご家族をサポートするための事業を行ってきました。その一つとして

認知症サポーター養成講座があり、これまでに学校や職域等で開

催してきた受講者数の累計は3,078人（12年間）に上ります。しかし、

認知症に対する正しい知識の普及は進んでいる一方で、講師役と

なるキャラバン・メイトの固定化が課題となっていますので、今後は

関係機関等との連携を図り、新たな人材育成とともに、活動の働き

かけにも取り組んでいきます。

また、高齢者が経験を活かせる就労を確保し、生きがいを持って活動できる場としてシルバー人材セ

ンターが設置されています。地域での支え合いがあり、香南市に住んで良かったと思える環境づくりの

推進の一つとして、行政も活動の周知や新規会員獲得に向け取り組みを支援しています。近年、65～

70歳といった年齢が現役で仕事をしているという現状もあり、会員数は伸び悩んでいますが、高齢者の活動

の場の確保や生きがいづくりといった点からも、シルバー人材センターが必要不可欠なものという共通認識

のもと、行政が共同で研修会を開催するなど引き続き会員確保に努めていきます。

高 齢 期 （第二の人生のスタート）

各期の取り組みの成果と課題（総評）：高齢期部会

≪基本方針≫

健康で長生きできる環境、地域交流や世代間交流を楽しめる環境づくりによって香南市に住んで良

かったと思える、地域での支え合いのある安全・安心な環境づくりを推進します。

認知症サポーター養成講座の様子



５．数値目標と重要評価指標の評価検証結果
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香南市人生支援計画に掲げる各期の事業について、4年間（平成27年度～平成30年度）を

総括したKPI評価を実施しました。

なお、計画期間における実績値及び取り組みの内容については、別冊の「令和元年度香南

市人生支援計画数値目標及びKPI評価書」でご確認ください。

【評価基準】

（Ａ） ・数値目標を達成したもの（数値目標の達成率が100％以上）

・数値目標ではないが客観的評価ができる目標を達成したもしくは達成する見込みがあるもの

（Ｂ） ・数値目標をほぼ達成したもの（数値目標の達成率が60％以上100％未満）

（Ｃ） ・数値目標の達成に向けて十分な進展が見られなかったもの（数値目標の達成率が60％未満）

・当計画の取り組み開始時と比べて、数値を改善もしくは維持できなかったもの、または状況を改善できなかったもの

（＊） ・数値目標を立てることができない、または数値目標を持つことが適切ではないもの

事業数
達成度合

A B C ＊

幼年期

妊産婦の安心で安全な環境づくりの推進 2 2

親と子の心と体の健康づくり 3 2 1

子どもと子育て家庭に優しい環境づくり 4 3 1

質の高い保育・教育の推進 3 2 1

すべての子どもの成長を保障する環境づくり 1 1

計 13 9 3 0 1

事業数
達成度合

A B C ＊

就学期

豊かな人間形成を育む環境づくり 3 1 2

子ども・親・家庭に優しい環境づくり 1 1

親と子の心と体の健康づくり 2 1 1

学校と地域の連携による教育環境づくり 3 2 1

すべての子どもの成長を保障する環境づくり 7 2 2 3

計 16 6 7 0 3
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５．数値目標と重要評価指標の評価検証結果

事業数
達成度合

A B C ＊

成年期

いきいきと健やかな人に優しいまちづくりの推進 3 2 1

出会い・新しい家庭づくり支援の推進 3 1 2

親と子ども・働く環境との両立支援の推進 2 2

生きがいを感じられ参画できる地域社会の形成支援 5 3 1 1

配慮が必要な人、誰もが安心して生活ができる
地域社会の形成支援

2 2

移住ウェルカム支援の推進 5 3 1 1

計 20 11 4 1 4

事業数
達成度合

A B C ＊

熟年期

いきいきと健やかな人に優しいまちづくりの推進 5 1 4

生きがいを感じられ参画できる地域社会の形成支援 2 1 1

配慮が必要な人、誰もが安心して生活ができる
地域社会の形成支援

3 3

計 10 2 5 0 3

事業数
達成度合

A B C ＊

高齢期

健康で長生きできる環境づくりの推進 5 1 3 1

世代間交流を楽しみ生活文化の伝承ができる
地域社会づくりの推進

2 2

親・子・孫で支える地域社会づくりの推進 2 2

配慮が必要な人、誰もが安心して生活ができる
地域社会の形成支援

2 2

地域での支え合いがあり、香南市に住んで良かった
と思える環境づくりの推進

2 2

計 13 5 7 1 0

合計 72 33 26 2 11



2018年４月号

６．香南市人生支援計画の取り組み（各取り組みを広報紙で紹介）

平成27年度に策定した人生支援計画において、ＰＤＣＡサイクルの視点で施策の評価・改善を行い、

毎年ステップアップを行い、新たな事業へも取り組んでおり、それらの取り組みの成果も現れています。

例えば、こうした取り組みの一部を、広報でも紹介しています。
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香南市人生支援計画は、「香南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に取り組む上で、“ひと”に関する

計画の柱に位置付けられており、その推進にあたっては、人の人生を5期（幼年期・就学期・成年期・熟

年期・高齢期）に分け、年代に応じて必要とされる支援策を市民に分かりやすく整理した上で、ライフス

テージに応じた切れ目ない支援を行っていくために、各期別にPDCAサイクルによる見直しや検証を行

い、毎年度バージョンアップを図り、支援策の充実に向けて取り組んできました。

本計画では、人口を増やすという最終的な目標に向けた重要施策として、移住・定住促進事業の推

進や出生率を上げるための結婚・出産・子育てに関する支援策の充実を図ってきました。移住について

は、移住専門相談員を配置した相談窓口を設置し、本市の魅力発信の取り組み（ガイドブック・移住相

談会・HPやSNS等）や空き家バンク・お試し滞在住宅の整備を行い、相談窓口を通じた県外からの移住

者数は年々増加しています。また、出産・子育てにおいては、出生数などの数値にすぐに表れるもので

はありませんが、不妊治療への助成や保育園・幼稚園の第2子保育料無料化など支援策の充実を

図ってきました。

平成30年度からは、ライフステージに応じた切れ目ない支援の拡大および充実を着実に推進していく

体制を強化するために、関係機関や住民を代表する皆さんを委員とした期別部会（幼年就学期部会、

成年熟年期部会、高齢期部会）を立ち上げ、部会ごとに世代に応じた施策の検討を行い、また、PDCA

サイクルによる数値目標及びKPIに対する評価検証をより細やかに行うことにしました。

KPIとして抽出した72事業のうち、平成30年度末実績で数値目標を達成(A評価)しているのは33事業

（全体の45.8％）となっており、数値目標の達成度は決して高いとは言えない状況にあります。これらの

達成度合いを引き上げるためには、各部会を中心に各期の課題を掘り下げるとともに、その課題を３部

会が共有することで、人生をトータルでサポートする体制をより一層強化していかなければなりません。

同時に、課題解決に向けた施策の在り方や必要性の検証を行い、施策の新規・拡充あるいは見直しと

いった対応策を、住民と行政が一緒につくりあげていくことが重要だと考えています。

以上のことをふまえ、香南市人生支援計画では、三部会制を継続していく中で、市民のニーズに沿っ

た施策の充実を図るとともに、それらの施策の実効性を高めるため各部会が連携した取り組みを引き

続き行っていきます。

７．香南市人生支援計画のまとめ（平成27年度～平成30年度）



【参考資料】 香南市まち・ひと・しごと創生総合戦略より抜粋
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● 香南市における総人口の推移

人口ビジョン策定後（平成27年度）の香南市の総人口の推移については、緩やかでは減少傾向にも、そ

の傾向は変わらず、平成30年3月末は33,418人で前年度比が▲188人、平成31年3月末は33,234人で

前年比は▲184人となっています。

また、2060年に30,800人を目標としている人口ビジョン推計よりもその減少率は大きくなっています。
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人口（人） 香南市の総人口の推移

▲579

人口ﾋﾞｼﾞｮﾝ推計

人口減少に歯止めをかけ、持続的発展にむけ、香南市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し、

「香南市産業振興計画」「香南市人生支援計画」と連携した取り組みがスタートして５年を迎えます。

産業の振興や雇用者の増加、移住・定住促進の仕組みづくりによる移住者の増加、また、子ども、

子育て支援・環境の充実支援や協働のまちづくり（防災・交流など）など少しずつではありますが、成果

が出ています。

香南市人口ビジョンについては、2060年を対象期間としており、５年目を迎える今年度での時点修

正などの見直しは行わず、引き続き、人口30,800人を目標とします。

◆香南市の人口増減
人口（3月

末）
前年比 出生 死亡 自然増減 転入 転出 社会増減

平成26年度 34,020 - 245 417 -172 1,238 1,368 -130

平成27年度 33,884 -136 241 380 -139 1,353 1,350 3

平成28年度 33,606 -278 241 474 -233 1,257 1,302 -45

平成29年度 33,418 -188 205 458 -253 1,269 1,204 65

平成30年度 33,234 -184 240 445 -205 1,258 1,237 21

出典：住民基本台帳・高知県人口移動調査

出典）住民基本台帳（3月末）














